
  第 15回伊那新校再編実施計画懇話会 

日時：令和５年５月 26日（金） 

 18時～19時 30分 

会場：長野県伊那合同庁舎 講堂 

＜次 第＞ 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 会議事項 

（１） 上伊那広域連合等からの要望の報告

（２） 第 14回伊那新校再編実施計画懇話会まとめについて

（３） 伊那新校での学びについて

（４） NSDプロジェクトの進捗状況について

（５） 意見交換

４ その他 

 次回伊那新校再編実施計画懇話会（開催日時等は、改めて連絡） 

５ 閉 会 
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 事務局

(教頭)・事務局長 佐々木　俊秀 (教頭)・副事務局長 中島　秀明 主幹指導主事

唐澤　功 田中　聡
主任指導主事

（伊那新校担当）

春日　雅博 原　多恵子
主任指導主事

（伊那新校副担当）

竹松　ゆかり

常田　真由美

瀧澤　洋貴 ＩＣＴ担当

第15回　伊那新校再編実施計画懇話会 構成員名簿

○印 令和５年５月からの構成員
氏名 所属等

自治体

伊藤　徹 　伊那市　副市長

片桐　健 　飯島町教育委員会　教育長

本多　俊夫 　駒ヶ根市教育委員会　教育長

○唐澤　直樹 　上伊那広域連合　事務局長

田中　章 　上伊那広域連合　前事務局長

産業界

田畑　和輝 　伊那商工会議所　監事

春日　俊也 　駒ヶ根商工会議所　副会頭

黒河内　貴 　株式会社仙醸　代表取締役社長

学識
経験者

○片山　茂 　信州大学農学部　副学部長

髙橋　百合子 　長野県看護大学　小児看護学講師

○布山　澄 　上伊那地域振興局　局長

同窓会
山田　益 　伊那北高等学校同窓会　運営委員会委員長

下島　典子 　伊那弥生ケ丘高等学校同窓会　会長

地域

河野　宏 　一般社団法人上伊那医師会　長野県学校医委員会委員

中山　佳代 　元上伊那地域の高校の将来像を考える協議会　委員

学校
関係者

○袖山　秀明 　上伊那小学校長会　会長（辰野町立辰野西小学校長）

○原 　潤 　伊那養護学校　校長

○齊藤　博 　上伊那中学校長会　会長（宮田村立宮田中学校長）

ＰＴＡ

○善積　峰子 　伊那北高等学校ＰＴＡ　副会長

○藤木　英美子 　伊那弥生ケ丘高等学校ＰＴＡ　副会長

○林　英之 　上伊那ＰＴＡ連合会　会長

唐澤　功 　伊那弥生ケ丘高等学校　教諭

統合校
関係者

改野　瑛士 　伊那北高等学校　生徒代表

坪木　文佳

有賀　希 　伊那北高等学校　生徒代表

宇治田このか 　伊那北高等学校　生徒代表

阪下　颯 　伊那弥生ケ丘高等学校　生徒代表

○鈴木修一朗 　伊那弥生ケ丘高等学校　生徒代表

　伊那北高等学校　生徒代表

滝田　大和

桐生　祐治

齋藤　仁美

伊那北高等学校 伊那弥生ケ丘高等学校 高校再編推進室

倉澤　克弥

山岡　久俊

倉石　典広

山岡　久俊 　伊那北高等学校　教諭

松村　明 　伊那弥生ケ丘高等学校　校長

　伊那弥生ケ丘高等学校　生徒代表

北原　萌七 　伊那弥生ケ丘高等学校　生徒代表

埋橋　浩 　伊那北高等学校　校長
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日時・会場 令和５年（2023年）１月31日（火） 18時00分～19時30分 長野県伊那合同庁舎講堂 

出欠席 

懇話会構成員27名出席、欠席者なし 

事務局（高校再編推進室：山岸主幹、田中主任指導主事、石井主事、 

施設係：塩川主任、倉澤主事、伊那北高校４名、伊那弥生ケ丘高校４名） 

傍聴者 傍聴12名（オンライン含む）、報道４社 

会議事項 

（１）第13回伊那新校再編実施計画懇話会まとめについて 

（２）NSDプロジェクトの進捗状況について 

（３）意見交換 

当日資料 

第13回懇話会次第、第14回伊那新校再編実施計画懇話会構成員名簿、第13回懇話会まとめ、 

懇話会グループ討議での意見、NSD会議設置要綱、NSD会議構成員、 

NSDプロジェクト策定スケジュール、会場配置図、意見交換ワークシート 

主な内容（意見及び発言） 

プレゼンテーションに賛同する点、しない点 

【賛同する点】 

○地域木材を利用した校舎、ZEBによる教育空間はよい。

〇地域とのかかわりをたいせつにするところ。 

〇大きな職員室があり教員がまとまっていてくれるところ。 

〇探究スペースは対面でのコミュニケーションを促進できてよい。 

〇自然のエリアや散策路は、地域と深く関わったりコミュニティー等の構築したりする上で賛同できる。 

〇ワークショップ等地域や関係者の意見を広く取り入れながら進めるスタンスはよい。 

〇平屋の校舎はユニバーサルデザインの観点からは賛同する。 

〇新しい形（通路の使い方）などよい。 

【賛同しない点】 

〇平屋の提案は校地の狭さの点から賛同できない。文化祭等で活用する校庭が削られる面も賛同できない。 

〇「ビルのような校舎は大学等でよい」という考え方。 

〇校門から校舎までが遠いところ。 

〇職員室か、研究室か、教職員の居場所は研究する必要がある。 

現段階で校舎建築に要望したいこと 

〇ICT環境の充実。特に、WEBを使って講演を聞ける施設や講演ができる講義室（大教室）の設置。 

〇機能的な図書館の設置…自習や空き時間を自由に利用したり、一息つけたりするスペースが必要。 

〇先生と生徒が関わりやすい校舎。先生や生徒にとって使いやすい校舎。日の光が入る明るい校舎。 

〇ホームルームのスペース。荷物が置けるロッカースペース等。 

〇セキュリティの面から、１階はオープン的、２階は学びを前面に出した機能的なスペースをバランスよく。 

〇教室間の移動がコンパクトで済む校舎。分棟でなく、つながった校舎。 

〇対面での活動が一層大事になるので、利便性が高く、大勢が集まれる共有スペース。 

〇２階以上とするなら、バリアフリーの観点からエレベータを作ることが必要。 

〇地域や保護者と学校の距離を近づけるために、十分は広さの駐車場の確保。 

〇売店の設置。 

〇トイレの十分な確保。 

〇庭や自転車置き場等の外のスペースが少ない。 

〇新しい学習空間に対する事前知識が不足しているので、先進事例の報告や他校の視察等の機会が必要。 

第14回伊那新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 
資料１ 
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「伊那新校（仮称）に関する要望書」について 

高校再編推進室 

 令和５年４月21日（金）に、阿部守一県知事、内堀繁利教育長宛に、下記団体から「伊

那新校（仮称）に関する要望書」が提出されました。 

【要望団体】 

○上伊那広域連合

○伊那商工会議所・駒ヶ根商工会議所・長野県商工会連合会上伊那支部

○上伊那市町村教育委員会連絡協議会

【要望の概要】 

＜上伊那広域連合、伊那商工会議所・駒ヶ根商工会議所・長野県商工会連合会上伊那支部＞ 

１ 地域住民や商工団体等との協働による学校づくりの推進 

２ 上伊那８市町村との協働による、新校へのハイレベルな教育の仕組みの導入 

３ 伊那市が推進する新たなまちづくりへの県による積極的な支援 

※３の項目は、知事宛の要望のみ

＜上伊那市町村教育委員会連絡協議会＞ 

１ 地域住民や商工団体等との協働による学校づくりの推進 

２ 上伊那８市町村との協働による、将来の夢につながる進路が叶う新校の実現 

３ 伊那新校に関するわかりやすい情報提供 

資料２ 
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